
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー 

新
宿
教
室 

「
三
国
志
の
名
場
面
」
赤
壁
の
戦
い 

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
二
日 

講
師 

加
藤 

徹 

 

★
大
辞
林 

第
三
版
の
解
説 

 

せ
き
へ
き
【
赤
壁
】
①
中
国
、
湖
北
省
の
長
江
中
流
南
岸
に
あ
る
古
戦
場
。
赤
壁
の
戦
い
が
行
わ
れ
た
所
。

②
中
国
、
湖
北
省
の
東
部
、
武
漢
よ
り
下
流
の
長
江
北
岸
に
臨
む
地
。
蘇
軾(

そ
し
よ
く)

が
「
赤
壁
賦(

せ

き
へ
き
の
ふ)

」
を
詠
じ
た
所
。 

 

孫
権
（182

～252

） 

中
国
、
三
国
時
代
、
呉
の
初
代
皇
帝
（
在
位

22
2

～252

）
。
孫
堅
の
次
子
。
蜀
し
よ

く
の
劉
備
と
結
ん
で
曹
操
の
南
下
を
赤
壁
に
阻
止
し
、
江
南
に
勢
力
を
確
立
。 

 

周
瑜
（175

～210

） 

中
国
、
三
国
時
代
の
呉
の
武
将
。
字
は
公
瑾
。
孫
権
を
助
け
呉
の
建
国
の
基
礎
を
築

い
た
。208

年
赤
壁
の
戦
い
で
曹
操
を
破
っ
た
が
、
四
川
攻
略
直
前
に
病
死
。 

 

魯
粛
（172

～217

） 

中
国
、
三
国
時
代
、
呉
の
功
臣
。
字
は
子
敬
。
周
瑜
と
と
も
に
孫
権
に
仕
え
、
赤
壁

の
戦
い
で
は
主
戦
論
を
唱
え
た
。
そ
の
後
、
親
劉
備
の
立
場
を
取
り
つ
つ
荊
州
の
経
営
に
務
め
た
。 

 

諸
葛
亮
（181

～234

） 

中
国
、
三
国
時
代
の
蜀
漢
の
宰
相
。
字
は
孔
明
。
劉
備
に
三
顧
の
礼
を
受
け
て
仕

え
た
と
伝
え
ら
れ
、
天
下
三
分
の
計
を
上
申
、
劉
備
の
蜀
漢
建
国
を
助
け
る
。
劉
備
死
後
、
子
の
劉
禅
を
補

佐
し
、
五
丈
原
で
魏
軍
と
対
陣
中
死
去
。 

→ 

出
師
す
い
し
の
表 

 

曹
操
（155

～220

） 

中
国
、
三
国
時
代
魏
の
始
祖
。
字
は
孟
徳
。
諡
は
武
帝
。
廟
号
は
太
祖
。
黄
巾
の
乱

を
平
定
。後
漢
の
献
帝
を
擁
し
て
華
北
を
統
一
し
た
が
、江
南
進
出
は
劉
備
・
孫
権
の
連
合
軍
に
阻
ま
れ
た
。

詩
賦
を
よ
く
し
た
。 

  

★
陸
戦
と
水
戦
の
性
質
の
違
い 

 

赤
壁
の
戦
い(

二
〇
八
年)

、
鄱
陽
湖(

は
よ
う
こ)

の
戦
い(

一
三
六
三
年)

、
黄
海
海
戦(

一
八
九
四
年) 

  

★
正
史
『
三
国
志
』
の
記
載 

「
魏
書
•
武
帝
紀
」
よ
り 

十
二
月
，
孫
權
為
備
攻
合
肥
。
公
自
江
陵
征
備
，
至
巴
丘
，
遣
張
憙
救
合
肥
。
權
聞
憙
至
，
乃
走
。
公
至
赤

壁
，
與
備
戰
，
不
利
。
於
是
大
疫
，
吏
士
多
死
者
，
乃
引
軍
還
。
備
遂
有
荊
州
、
江
南
諸
郡
。 

 



「
呉
書
・
周
瑜
伝
」
よ
り 

時
劉
備
為
曹
公
所
破
，
欲
引
南
渡
江
。
與
魯
肅
遇
於
當
陽
，
遂
共
圖
計
，
因
進
住
夏
口
，
遣
諸
葛
亮
詣
權
。

權
遂
遣
瑜
及
程
普
等
與
備
並
力
逆
曹
公
，
遇
於
赤
壁
。
時
曹
公
軍
眾
已
有
疾
病
，
初
一
交
戰
，
公
軍
敗
退
，

引
次
江
北
。
瑜
等
在
南
岸
。
瑜
部
將
黃
蓋
曰
："

今
寇
眾
我
寡
，
難
與
持
久
。
然
觀
操
軍
船
艦
，
首
尾
相
接
，

可
燒
而
走
也
。"

乃
取
蒙
沖
斗
艦
數
十
艘
，
實
以
薪
草
，
膏
油
灌
其
中
。
裹
以
帷
幕
，
上
建
牙
旗
，
先
書
報

曹
公
，
欺
以
欲
降
。
又
豫
備
走
舸
，
各
系
大
船
後
，
因
引
次
俱
前
。
曹
公
軍
吏
士
皆
延
頸
觀
望
，
指
言
蓋
降
。

蓋
放
諸
船
，
同
時
發
火
。
時
風
盛
猛
，
悉
延
燒
岸
上
營
落
。
頃
之
。
煙
炎
張
天
，
人
馬
燒
溺
死
者
甚
眾
，
軍

遂
敗
退
，
還
保
南
郡
。 

  

★
兵
法
に
つ
い
て 

 

借
刀
殺
人 

し
ゃ
く
と
う
さ
つ
じ
ん 

他
人
を
誘
導
し
て
邪
魔
者
を
排
除
さ
せ
る
こ
と 

調
虎
離
山 

ち
ょ
う
こ
り
ざ
ん 

強
大
な
敵
を
味
方
に
と
っ
て
有
利
な
戦
場
に
引
き
ず
り
出
す
こ
と 

反
間
計 

は
ん
か
ん
の
け
い 

ス
パ
イ
を
活
用
し
た
謀
略
を
す
る
こ
と 

苦
肉
計 

く
に
く
の
け
い 

敵
を
あ
ざ
む
く
た
め
に
自
分
や
味
方
を
傷
つ
け
る
こ
と 

連
環
計 

れ
ん
か
ん
の
け
い 

鎖
の
輪
の
よ
う
に
次
々
と
計
略
を
し
か
け
る
こ
と 

関
門
捉
賊 

か
ん
も
ん
そ
く
ぞ
く 

袋
の
ネ
ズ
ミ
に
す
る
こ
と 

  

★
世
界
大
百
科
事
典 

第
２
版
の
解
説 

せ
き
へ
き
【
赤
壁 

Chì bì

】
中
国
，
長
江(

揚
子
江)

流
域
に
点
在
す
る
地
名
。
な
か
で
も
湖
北
省
嘉
魚
県

西
の
も
の
が
，
赤
壁
の
戦
の
地
と
し
て
有
名
。
華
北
平
定
に
成
功
し
た
曹
操
は
，208

年(

建
安1

3)

中
国
統

一
の
目
的
で
南
下
し
て
き
た
。
劉
備
の
謀
臣
諸
葛
孔
明
（
し
よ
か
つ
こ
う
め
い
）
は
孫
権
の
も
と
に
赴
き
，

劉
備･

孫
権
の
同
盟
に
成
功
，
長
江
を
下
っ
て
来
た
曹
操
の
軍
と
赤
壁
で
対
峙
，
火
攻
の
計
で
こ
れ
を
打
ち

破
っ
た
。
こ
う
し
て
天
下
三
分
の
情
勢
が
ほ
ぼ
成
立
し
た
。
な
お
蘇
軾
（
そ
し
よ
く
）(

東
坡)

の
《
赤
壁
賦
》

に
歌
わ
れ
た
赤
壁
は
湖
北
省
黄
岡(

古
称
は
黄
州)

に
あ
る
。 

  

★
現
代
中
国
語
の
、
赤
壁
の
戦
い
関
係
の
「
歇
後
語
」 

 

诸
葛
亮
三
气
周
瑜--

略
施
小
技(

孔
明
が
周
瑜
を
三
回
怒
ら
せ
た
―
小
技
を
見
せ
る) 

鲁
肃
上
了
孔
明
船--

糊
里
糊
涂(

魯
粛
が
孔
明
の
船
に
乗
っ
た
―
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い) 

诸
葛
亮
借
箭--

有
借
无
还(

孔
明
が
矢
を
借
り
た
―
借
り
て
も
返
さ
な
い) 

草
船
借
箭--

满
载
而
归(

草
船
で
矢
を
借
り
た
―
満
載
し
て
帰
る) 

曹
操
遇
蒋
干--

倒
了
大
霉(

曹
操
が
蒋
幹
と
出
会
っ
た
―
と
て
も
気
の
毒) 



蒋
干
盗
书--

上
了
大
当(

蒋
幹
が
手
紙
を
盗
ん
だ
―
罠
に
は
ま
っ
た) 

周
瑜
打
黄
盖--

一
个
愿
打·

、
一
个
愿
挨(

周
瑜
が
黄
蓋
を
打
っ
た
―
な
れ
あ
い
の
八
百
長) 

孔
明
借
东
风—
巧
用
天
时(

孔
明
が
東
の
風
を
借
り
た
―
天
の
時
を
巧
み
に
用
い
た) 

诸
葛
亮
借
东
风—
神
机
妙
算(

孔
明
が
東
の
風
を
借
り
た
―
神
の
よ
う
に
優
れ
た
計
算) 

曹
操
下
江
南--

来
得
凶
、
败
得
惨(

曹
操
が
江
南
に
下
る
―
来
た
当
初
は
凄
か
っ
た
の
に
、
惨
敗) 

曹
操
败
走
华
客
道--

不
出
所
料(

曹
操
が
華
容
道
を
敗
走
し
た
―
予
想
の
う
ち) 

  

★
杜
牧(

八
〇
三
～
八
五
三)

の
七
言
絶
句
「
赤
壁
」 

 

折
戟
沈
沙
鐵
未
銷 

 

折
戟 

沙
に
沈
ん
で 
鉄
未
だ
銷
せ
ず 

自
將
磨
洗
認
前
朝 

 

自
ら
磨
洗
を
将
っ
て 

前
朝
を
認
む 

東
風
不
与
周
郎
便 

 

東
風 

周
郎
の
与
に
便
せ
ず
ん
ば 

銅
雀
春
深
鎖
二
喬 

 

銅
雀 

春
深
う
し
て 

二
喬
を
鎖
さ
ん 

  

セ
ツ
ゲ
キ
、
ス
ナ
に
シ
ズ
ん
で
、
テ
ツ
、
イ
マ
だ
シ
ョ
ウ
せ
ず
。
ミ
ズ
カ
ら
マ
セ
ン
を
モ
っ
て
、
ゼ
ン
チ

ョ
ウ
を
ミ
ト
む
。
ト
ウ
フ
ウ
、
シ
ュ
ウ
ロ
ウ
の
タ
メ
に
ベ
ン
せ
ず
ん
ば
、
ド
ウ
ジ
ャ
ク
、
ハ
ル
、
フ
コ
う
し

て
ニ
キ
ョ
ウ
を
ト
ザ
さ
ん
。 

折
れ
た
矛
が
川
の
砂
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た
。鉄
は
ま
だ
さ
び
き
っ
て
い
な
い
。自
分
で
磨
い
て
み
る
と
、

前
の
時
代
の
も
の
と
確
認
で
き
た
。
も
し
あ
の
時
、
周
瑜
に
有
利
な
東
の
風
が
吹
か
な
か
っ
た
ら
、
銅
雀
台

の
春
の
深
い
と
こ
ろ
で
、
喬
家
の
姉
妹
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

  

★
吉
川
英
治
『
三
国
志
』
赤
壁
の
巻
よ
り 

周
瑜
は
、
あ
た
り
を
見
ま
わ
し
た
。
陣
中
寂 (

せ
き)

と
し
て
、
こ
こ
の
一
穂 (

す
い)

の
燈
火(

と
も
し

び)

の
ほ
か
揺
ら
ぐ
人
影
も
な
か
っ
た
。 

 

何
事
か
、
二
人
は
し
め
し
合
わ
せ
て
、
暁
に
立
ち
別
れ
た
。
周
瑜
は
、
一
睡
し
て
さ
め
る
と
、
直
ち
に
、

中
軍
に
立
ち
出
で
、
鼓
手(

こ
し
ゅ)

に
命
じ
て
、
諸
人
を
集
め
た
。 

 

孔
明
も
来
て
、
陣
座
の
か
た
わ
ら
に
床
几(

し
ょ
う
ぎ)

を
お
く
。
周
瑜
は
、
命
を
下
し
て
、 

「
近
く
、
敵
に
向
っ
て
、
わ
が
呉
は
い
よ
い
よ
大
行
動
に
移
る
で
あ
ろ
う
。
諸
部
隊
、
諸
将
は
、
よ
ろ
し
く

そ
の
心
得
あ
っ
て
、
各
兵
船
に
、
約
三
ヵ
月
間
の
兵
糧
を
積
み
こ
ん
で
お
け
」
と
命
じ
た
。 

 

す
る
と
、
先
手
の
部
隊
か
ら
、
大
将
黄
蓋(

こ
う
が
い)

が
す
す
み
出
て
い
っ
た
。 

「
無
用
な
ご
命
令
。
い
ま
、
幾
月
の
兵
糧
を
用
意
せ
よ
と
仰
せ
ら
れ
た
か
」 

「
三
月
分
と
申
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
ど
う
し
た
」 

「
三
月
は
お
ろ
か
、
た
と
え
三
十
ヵ
月
の
兵
糧
を
積
ん
だ
と
こ
ろ
で
無
駄
な
業(

わ
ざ)

、
い
か
で
か
、
曹
操

の
大
軍
を
破
り
得
よ
う
」 



 
周
瑜
は
、
勃
然(

ぼ
つ
ぜ
ん)

と
怒
っ
て
、 

「
や
あ
、
ま
だ
一
戦
も
交
じ
え
ぬ
に
、
味
方
の
行
動
に
先
だ
っ
て
不
吉
な
こ
と
ば
を
！ 

武
士
ど
も
、
そ
の

老
い
ぼ
れ
を
引
っ
く
く
れ
」 

 

黄
蓋
も
眦(

ま
な
じ
り)

を
裂
い
て
、 

「
だ
ま
れ
周
瑜
。
汝
、
日
頃
よ
り
君
寵
を
か
さ
に
着
て
、
し
か
も
今
日
ま
で
、
碌
々(

ろ
く
ろ
く)

と
無
策
に

あ
り
な
が
ら
、
わ
れ
ら
三
代
の
宿
将
に
も
議
を
諮(

は
か)

ら
ず
、
必
勝
の
的
あ
て
も
な
き
命
を
に
わ
か
に
発

し
た
と
て
、
何
で
唯
々
諾
々(
い
い
だ
く
だ
く)

と
服
従
で
き
よ
う
か
。
―
―
い
た
ず
ら
に
兵
を
損
ず
る
の
み

だ
わ
」 

「
え
え
、
い
わ
し
て
お
け
ば
、
み
だ
り
に
舌
を
う
ご
か
し
て
、
兵
の
心
を
惑(

ま
ど)

わ
す
痴(

し
れ)

者
め
。

誓
っ
て
、
そ
の
首
を
刎
ね
落
さ
ず
ん
ば
、
何
を
以
て
、
軍
律
を
正
し
得
よ
う
か
。
―
―
こ
れ
っ
、
な
ぜ
そ
の

老
い
ぼ
れ
に
物
を
い
わ
し
て
お
く
か
」 

「
ひ
か
え
ろ
、
周
瑜
、
汝
ご
と
き
は
、
せ
い
ぜ
い
、
先
代
以
来
の
臣
で
は
な
い
か
。
国
祖
以
来
三
代
の
功
臣

た
る
此
方
に
、
縄
を
打
て
る
も
の
な
ら
打
っ
て
み
よ
」 

「
斬
れ
っ
。
―
―
彼
奴(

き
ゃ
つ)

を
！
」 

 

面
に
朱
を
そ
そ
い
で
、
周
瑜
の
指
は
、
閻
王(

え
ん
お
う)

が
亡
者(
も
う
じ
ゃ)

を
指
さ
す
よ
う
に
、
左
右

へ
叱
咤
し
た
。 

「
あ
っ
、
お
待
ち
下
さ
い
」 

 

一
方
の
大
将
甘
寧
が
、
そ
れ
へ
転(

ま
ろ)

び
出
て
、
黄
蓋
に
代
っ
て
罪
を
詫
び
た
。 

 

し
か
し
黄
蓋
も
黙
ら
な
い
し
、
周
瑜
の
怒
り
も
し
ず
ま
ら
な
か
っ
た
。
果
て
は
、
甘
寧
ま
で
、
そ
の
間
か

ら
刎
ね
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
。 

「
す
わ
、
一
大
事
」
と
諸
大
将
も
、
今
は
み
な
色
を
失
っ
て
、
こ
も
ご
も
に
仲
裁
に
立
っ
た
。
い
や
と
も
か

く
大
都
督
周
瑜
に
対
し
て
抗
弁
は
よ
ろ
し
く
な
い
と
、
諸
人
地
に
額(

ひ
た
い)

を
す
り
つ
け
て
、 

「
国
の
功
臣
、
そ
れ
に
年
も
年
、
な
に
と
ぞ
憐
み
を
垂
れ
た
ま
え
」
と
、
哀
願
し
た
。 

 

周
瑜
は
な
お
肩
で
大
息
を
つ
い
て
い
た
が
、 

「
人
々
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
申
す
な
れ
ば
、
一
時
、
命
は
あ
ず
け
て
お
く
。
し
か
し
軍
の
大
法
は
正
さ
ず
に

は
お
け
ん
。
百
杖(

じ
ょ
う)

の
刑
を
加
え
て
、
陣
中
に
謹
慎
を
申
し
つ
け
る
」
と
、
云
い
放
っ
た
。 

 

即
ち
、獄
卒
に
命
じ
て
杖
百
打
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。黄
蓋
は
た
ち
ま
ち
衣
裳
甲
冑
を
は
ぎ
と
ら
れ
、

仮
借(

か
し
ゃ
く)

も
な
く
、棍
棒
を
振
り
あ
げ
て
の
ぞ
む
獄
卒
の
眼
の
下
に
、無
残
、老
い
細
っ
た
肉
体
を
、

し
か
も
衆
人
監
視
の
中
に
曝(

さ
ら)

さ
れ
た
。 

  

★
京
劇
「
赤
壁
之
戦
」
曹
操
の
歌 

http://www.geocities.jp/cato1963/kgk
-2008.html 

(

「
哭
相
思
」
で
唱
う)

対
酒
当
歌
、
ど
ぅ
い 

じ
う 

だ
ん 

ご
ー 

人
生
幾
何
。
れ
ん 

し
ょ
ん 

じ
ー 

ほ

ー 

譬
如
朝
露
、
び
ー 

る
ー 

ぢ
ゃ
お 

ル
ー 

去
日
苦
多
。
ち
ゅ
い 

り
ー 

く
ー 

ど
ぅ
お 

(

セ

リ
フ)

慨
当
以
慷
、
が
い 

だ
ん 

い
ー 

か
ん 

幽
思
難
忘
。
よ
う 

す
ー 

な
ん 

わ
ん(

「
哭
相
思
」



で
唱
う) 

何
以
解
憂
、
ほ
ー 

い
ー 

じ
え 

よ
う 

唯
有
杜
康
。う
ぇ
い 

よ
う 

ど
ぅ
ー 

か

ん(

「
山
歌
」
で
唱
う) 

月
明
星
稀
、
ゆ
え 

み
ん 

し
ん 

し
ー 

烏
鵲
南
飛
。
う
ー 

ち
ゅ
え 

な
ん 

ふ
ぇ
い 

繞
樹
三
匝
、
ら
お 
し
ゅ
ー 

さ
ん 

ざ
ー 

無
枝
可
依
。
う
ー 

ぢ
ー 

こ
ー 

い
ー 

山
不
厭
高
、
し
ゃ
ん 
ぶ
ー 

い
ぇ
ん 

が
お 

水
不
厭
深
。
し
ゅ
い 

ぶ
ー 

い
ぇ
ん 

し
ぇ
ん 

周
公
吐
哺
、
ぢ
ょ
う 

ご
ん 

と
ぅ
ー 

ぷ
ー 

天
下
帰
心
。
て
ぃ
え
ん 

し
あ 

ぐ
い 

す
ぃ
ん 

僥
倖
、
僥
倖
！  

じ
ゃ
お 
し
ん 

(

の
ー)

、
じ
ゃ
お 

し
ん 

(

の
ー) 

 

曹
操
が
詠
ん
だ
漢
詩
「
短
歌
行
」 

【
原
文
】 

対
酒
当
歌
、
人
生
幾
何
。
譬
如
朝
露
、
去
日
苦
多
。
慨
当
以
慷
、
幽
思
難
忘
。
何
以
解
憂
、
唯

有
杜
康
。
青
青
子
衿
、
悠
悠
我
心
。
但
為
君
故
、
沈
吟
至
今
。
呦
呦
鹿
鳴
、
食
野
之
苹
。
我
有
嘉
賓
、
鼓
瑟

吹
笙
。
明
明
如
月
、
何
時
可
採
。
憂
従
中
來
、
不
可
断
絶
。
越
陌
度
阡
、
枉
用
相
存
。
契
闊
談
讌
、
心
念
旧

恩
。
月
明
星
稀
、
烏
鵲
南
飛
。
繞
樹
三
匝
、
何
枝
可
依
。
山
不
厭
高
、
海
不
厭
深
。
周
公
吐
哺
、
天
下
帰
心
。

【
訓
読
】 

酒
に
対
し
て
は
当
に
歌
ふ
べ
し
、
人
生
幾
何
ぞ
？ 
譬
へ
ば
朝
露
の
如
し
、
去
り
し
日
は
苦
だ

多
し
。
慨
す
れ
ば
当
に
以
て
慷
す
べ
し
、
幽
思
は
忘
れ
難
し
。
何
を
以
て
憂
い
を
解
か
ん
？ 

唯
だ
杜
康
、

有
る
の
み
。
青
青
た
る
子
が
衿
、
悠
悠
た
る
我
が
心
。
但
だ
君
が
為
の
故
、
沈
吟
し
今
に
至
る
。
呦
呦
と
鹿

鳴
き
、
野
の
苹
を
食
す
。
我
に
嘉
賓
有
ら
ば
、
瑟
を
鼓
し
笙
を
吹
く
。
明
明
と
し
て
月
の
如
き
も
、
何
れ
の

時
に
か
採
る
べ
し
。
憂
ひ
は
中
よ
り
来
た
り
て
、
断
絶
す
べ
か
ら
ず
。
陌
を
越
え
阡
を
度
り
、
枉
げ
て
用
っ

て
相
存
す
。
契
闊
談
讌
し
、
心
に
旧
恩
を
念
う
。
月
明
ら
か
に
星
稀
に
、
烏
鵲
南
に
飛
ぶ
。
樹
を
繞
る
こ
と

三
匝
、
何
れ
の
枝
に
か
依
る
べ
き
？ 

山
は
高
き
を
厭
わ
ず
、
海
は
深
き
を
厭
わ
ず
。
周
公
、
哺
を
吐
き
て
、

天
下
心
を
帰
す
。 

 


